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猴診療情報管理室
　診療情報管理室は、診療情報管理士1名で業務を行っています。
　平成16年度は、まず医療機能評価機構の認定の更新に診療録管理部門で適切な評価をいただけるような業務を
行うことでした。結果としては更新がされたので、ある程度の成果をあげたと考えます。2点目は、インシデン
トの管理を適切に行うことでした。看護部の安全推進委員会に参加する等によってまだ不十分な点が多々ありま
したが、ある程度精度の高いデータ分析が可能になりっっある状況までもっていくことができたと考えます。
　しかし、全体的に総括すると、本来の診療情報管理業務に必要なソフトウェア面での検討（医療の質を向上さ
せる指標の作成等）がまったくできず、ハードウェア面でしか検討できませんでした。その結果、病院の職員の
認識としては「コンピュータの人」という評価しか勝ち取れなかったのが反省されます。
　平成17年4月より医事課　情報管理係として再出発しております。
　人員増等の組織的なバックアップ体制の充実により業務改善が期待されます。
　しかし、診療情報管理業務を適切に行うには、なにより病院職員の理解と協力が欠かせません。病院の医療の
質向上のために協力をお願いします。
学会・研修会活動状況（平成16年10月～平成17年3月）
平成16年12月
平成16年12月
平成17年1月
平成17年3月
平成17年3月
平成17年3月
平成17年3月
平成17年3月
がん集学的治療研究財団　臨床試験施設データマネージャー養成講座実習研修参加（アルカディ
ア市ケ谷）
北海道診療録管理研究会　診断群分類「肺の悪性腫瘍」の費用面での考察発表（ちえりあ）
厚生労働省　がん登録実務者研修参加（国立がんセンター）
国立がんセンター主催　北海道ブロック院内がん登録ワークショップ参加（北海道がんセンター）
個人情報保護に関する研修会参加（札幌市医師会）
診療情報管理士生涯教育研修参加（昭和大学病院）
診療情報管理士協会研究事業「慢性期病院における診療情報管理の方向づけ」会議参加（昭和大
学病院）
北海道診療録管理研究会参加（かでる27）
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平成16年度下半期退院分院内統計集
退院患者数
　疾病統計　　当院の退院時要約より主病名をWHO国際疾病分類ICD－10（ln七ernational　Classifica七ion
　　　　　　　of　Diseases）に基づいて算定する
　手術統計　　当院の退院時要約より主手術名をWHO国際疾病分類ICD－9－CM（lnternational　Classif
　　　　　　　ication　of　Diseases　9th　Revison，　Clinical　Modifications）に基づいて算定する
　その他　原則的に当院の退院時要約より算定する
40
w　16　度　w　’病統計
ICD－10 感染症および寄生虫症 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
AO9 感染症と推定される下痢および胃腸炎 5 2 3 31 6．2
Aユ51 肺結核、培養のみにより確認されたもの 1 1 0 7 7．0
Aユ60 肺結核，細菌学的および組織学的検査陰性のもの 1 1 0 2 2．0
A310肺マイコバクテリア感染症 5 2 3 22 4．4
A418その他の明示された敗血症 1 0 1 37 37．0
B181慢性B型ウイルス肝炎，デルタ因子（重複感染）を伴わないもの 2 2 0 69 34．5
B441その他の肺アスペルギルス症 2 1 1 29 14．5
B909呼吸器および詳細不明の結核の続発・後遺症 15 9 6 479 31．9
小箭 詑 19 ユ4． 676 21．ユ
ICD－10 原発性悪性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
C20 直腸の悪性新生物 4 ユ 3 66 16．5
C341上葉，気管支または肺 12 8 4 669 55．8
C342中葉，気管支または肺 3 1 2 111 37．0
C343下集気管支または肺 10 3 7 325 32．5
C349気管支または肺部位不明 7 1 6 340 48．6
C450悪性中皮腫 2 2 0 97 48．5
小計 38 16 22 1：609 42．3
ICD一ユ0 続発性悪性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
C771胸腔内リンパ節 9 9 0 238 26．4
C780肺の続発性悪性新生物 7 5 2 312 44．6
C782胸膜の続発性悪性新生物 1 0 1 9 9．0
C786呼吸器および消化器の続発性悪性新生物♂後腹膜および腹膜の続発性悪性新生物♂♂ 1 0 1 4 4．0
C796卵巣の続発性悪性新生物 1 0 1 18 18．0
C798その他明示された部位の続発性悪性新生物 3 3 0 工57 52．3
小山：．． 22 主7 5 738 a3．5
1CD－10 良性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
D126結腸，部位不明 3 2 1 6 2．0
D131胃 1 0 1 8 8．0
D151心臓 1 0 1 7 7．0
D374結腸 1 1 0 4 娃．0
D377その他の消化器 1 ／ 0 4 4．0
小計 7 4 3 29 4．1
ICD－／0 血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
D5DO失血による鉄欠乏性貧血（慢性〉 1 0 1 8 8．0
D509鉄欠乏性貧血詳細不明 1 1 0 13 13．0
D62 急性出血後貧血 1 1 0 9 9．0
D696血小板減少症，NOS 1 0 1 14 14．0
D860肺サルコイドーシス 1 1 0 2 2．0
D891クリオグロブリン血症 2 2 0 ！19 59．5
小　評 7． 5．：　　2 165 23．6
ICDdO 内分泌，栄養および代謝疾患 小計 男　　女 延べ日数 平均在院日数
EO39甲状腺機能低下症，詳細不明 1 0 1 77 77．0
EO50びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒症 1 0 1 12 12．0
EO63自己免疫性甲状腺炎 1 1 0 19 19．0
E110インスリン非依存性糖尿病日嗣を伴うもの 1 1 0 3 3．0
E112インスリン非依存性糖尿病腎合併症を伴うもの 3 3 0 81 27．0
E114インスリン非依存性糖尿病神経（学的）合併症を伴うもの 1 1 0 13 13．0
E119インスリン非依存性糖尿病合併症を伴わないもの 16 8 8 342 21．4
E86 体液量：減少（症） 1 0 1 30 30．0
小　書十 25 磁 11 577 23．1
ICD－／0 精神および行動の障害 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
FO19血管性痴呆，詳細不明 1 ／ 0 110 110．0
FO3 詳細不明の痴呆♂♂ 8 3 5 781 97．6
FIDOアルコール使用く飲酒〉による精神および行動の障害 1 0 1 2 2．0
F329うつ病エピソード，詳細不明 2 0 2 31 15．5
F411全般性不安障害 2 0 2 18 9．0
F453身体表現性自律神経機能不全 3 1 2 11 3．7
小誹 1？ 5 王2 953 56．i
ICD－10 神経系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
G20 パーキンソン＜Parkinson＞病 2 1 1 246 123．0
G309アルツハイマー〈Alzheimer＞病，詳細不明 2 2 0 125 62．5
G409てんかん群細不明 1 0 1 3 3．0
G473唾眠時無呼吸 57 55 2 135 2．4
G93！ 無酸素性脳損傷，他に分類されないもの 1 1 0 160 160．0
小　掛 63 59 4 669 10．6
ICD一ユ0 眼および付属器の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院目三
二1810メニエール＜Menlere＞病 1 0 1 30 30．0
H819前庭機能障害詳細不明 1 0 1 5 5．0
小計 2： o． 2 35 17．5
一41一
w’P6　度　w　’病統計
ICD－IO 循環器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
IO83 僧帽弁，大動脈弁および三尖弁の合併障害 1 0 1 6 6．0
IlO 本態性（原発性く1次性〉）高血圧（症） ユ1 4 7 194 17．6
工120 腎不全を伴う高血圧性腎疾患 25 13 12 1314 52．6
1158 その他の二次性く続発性〉高血圧（症） 1 0 1 15 15．O
1200 不安定狭心症 1 0 1 87 87．0
1201 記録されたれんく攣〉縮を伴う狭心症 2 o 2 6 3．0
1208 その他の型の狭心症 2 0 2 6 3．0
1209狭心症詳細不明 4 2 2 14 3．5
1211 急性心筋梗塞♂下壁の急性貫壁性心筋梗塞 1 1 0 14 14．0
1219 急性心筋梗塞、詳細不明 2 2 0 27 13．5
【221 再発性心筋梗塞♂下紐の再発性心筋梗塞♂♂ 1 0 1 15 15．O
1252 陳旧性心筋梗塞 1 o 1 13 13．0
1256 無痛性〈無症候性〉心筋虚血 2 2 0 13 6．5
1259 慢性虚血性心疾患，詳細不明 2 2 o 12 6．0
1269肺塞栓症♂急性肺性心の記載のない肺塞栓症♂♂ 1 0 1 1 工．0
1351 大動脈弁閉鎖不全（症） 1 o 1 12 12．0
工442 房室ブロック，完全 1 1 0 27 27．0
1472 心室（性）頻拍（症） 1 1 0 43 43．0
148 心房細動および粗動 1 0 1 33 33．O
1491 心房（性）早期脱分極 1 1 0 11 11．0
1493 心室（性）早期脱分極 1 1 0 2 2．0
1495 洞不全症候群 3 1 2 31 10．3
正499 不整脈，詳細不明 1 1 0 2 2．0
1500 うっ血性心不全 11 11 0 266 242
1509 心不全、詳細不明 5 2 3 192 38．4
1510 心（臓）中隔欠損（症），後天性 1 0 1 13 13．0
1639脳梗塞群細不明 2 2 0 61 30．5
164 脳血管発作，脳出血または脳梗塞と明示されないもの 1 1 0 130 130．O
1691 脳内出血の続発・後遺症 1 1 0 35 35．0
1693脳梗塞の続発・後遺症 5 4 1 376 75．2
1702 （四）肢の動脈のアテローム＜＜じゅく粥〉状〉硬化（症） 1 0 1 79 79．0
玉710 大動脈の解離［各部位］ 1 0 1 36 36．0
王803 下肢の静脈炎および血栓（性）静脈炎、詳細不明♂ 1 0 1 25 25．0
1842 合併症を伴わない内痔核 1 1 0 2 2．O
1849 合併症を伴わない痔核詳細不明 1 1 0 2 2．0
1951 起立性低血圧（症） 1 1 0 16 16．0
．．．．． 小計 9孚．1　56 43 3131 3．垂．6
ICD－10 呼吸器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
JOO 急性鼻咽頭炎［かぜ］ 2 1 1 13 6．5
JO39急性扁桃炎，詳細不明 2 2 0 23 11．5
JO69急性上気道感染症 4 2 2 28 7．0
」101 その他の呼吸器症状を伴うインフルエンザ、インフルエンザウイルスが分離されたもの 4 3 1 44 11．0
」14 インフルエンザ菌による肺炎 1 0 1 13 13．0
J157マイコプラズマ肺炎 1 0 1 6 6．0
J工59 細菌性肺炎，詳細不明 61 37 24 ユ015 16．6
J189肺炎，詳細不明 5 2 3 79 15．8
J209急性気管支炎，詳細不明 8 3 5 190 23．8
J329慢性副鼻腔炎，詳細不明 2 ユ 1 19 9．5
J398上気道のその他の明示された疾患 2 2 0 7 3．5
J42 詳細不明の慢性気管支炎 2 2 0 8 4．0
J439肺気腫詳細不明 16 15 1 758 47．4
J448その他明示された1曼性閉塞性肺疾患 4 4 0 59 14．8
J450アレルギー性喘息を主とする疾患 35 9 26 429 工2．3
J47 気管支拡張症 1 0 1 62 62．0
J670農夫肺 2 2 Q 23 U．5
J690食物および動物による肺臓炎 3 1 2 96 32．0
」704 薬物誘発性間質性肺障害，詳細不明 1 0 1 43 43．0
」81 肺水腫 1 0 1 42 42．O
J82 肺好酸球症，他に分類されないもの 1 1 o 39 39．0
J841肺線維症を伴うその他の間質性肺疾患 4 3 1 122 30．5
」848 その他の明示された間質性肺疾患 6 6 0 266 44．3
」849 間質性肺疾患、詳細不明 7 6 1 389 55．6
J851 肺炎を伴う肺膿瘍 2 2 0 24 12．0
J852肺炎を伴わない肺膿瘍 2 2 0 28 14．O
J869痩（孔）を伴わない膿胸（症） 2 1 1 34 17．0
」90 胸水，他に分類されないもの♂♂ 4 3 1 49 12．3
」931 その他の自然気胸 3 2 1 23 7．7
J961慢性呼吸不全 1 1 0 12 12．0
」981 肺虚脱 1 0 1 16 16．0
J986 横隔膜障害 1 o 1 14 14．0
J988 その他明示された呼吸器障害 2 0 2 180 90．0
小計 193 工鶏 8⑲．． 4玉53．… 羅．5
一42一
w’P6　度　”病肌計
ICD－10 消化器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
K且2 唾液腺炎 1 ユ o 2 2．0
K25G胃潰瘍急性，出血を伴うもの 3 3 o 63 21．0
K5／9 潰瘍性大腸炎，詳細不明 工 1 o 2 2．0
K573穿孔または膿瘍を伴わない大腸の憩室性疾患 3 2 1 6 2．0
K589下痢を伴わない過敏性腸症候群 1 ユ o 3 3．0
K590便秘 1 1 Q 3 3．0
K650急性腹膜炎 1 1 o 93 93．0
K709アルコール性肝疾患、詳細不明 1 ユ o 4 4．o
K716肝炎を伴う中毒性肝疾患，他に分類されないもの 1 1 Q 7 7．0
K720急性および亜急性肝不全 2 o 2 21 10．5
K746肝線維症および詳細不明の肝硬変♂その他および詳細不明の肝硬変 1 1 o 264 264．O
K918消化器系のその他の処置後障害，他に分類されないもの 1 1 o 29 29．0
K922胃腸出血，詳細不明 2 1 1 32 16．0
小　計 ig 妬 4 529 27．9
1CD－10 皮膚および皮下組織の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
LO3ユ （四）肢のその他の部位の蜂巣炎 2 1 1 15 7．5
小計 2 製 工 燈 烹5
ICD－10 筋骨格系および結合組織の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
M359全身性結合組織疾患，詳細不明 1 o 1 41 41．0
M荏65その他の感染性脊椎障害 1 o 1 1 1．O
M478その他の脊椎症 3 o 3 289 96．3
M6259筋の消耗および萎縮他に分類されないもの 1 0 1 77 77．o
M791筋（肉）痛 2 1 1 32 ／6．0
小．．掛．． 3 1i 7 4如． 55．o：
ICD－10 尿路性器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
NQ28反復性および持続性血尿 1 ユ 0 29 29．0
NG31　　　　　　　　　　　　　　¶攝ｫ腎炎症候群巣状および分節状糸球体病変 1 1 G 4 4．0
NO41ネフローゼ症候群，巣状および分節状糸球体病変 1 Q ／ ！5 15．G
NG49ネフローゼ症候群，詳細不明 4 4 G 1G3 25．8
N10 急性尿細管間質性腎炎 1 o ／ 5 5．0
N140鎮痛薬く剤〉性腎症くネプロパシー》 1 1 o 10 10．0
N179急性腎不全，詳細不明 1 o 1 16 16．0
N180末期腎疾患 6 2 4 176 29．3
N201尿管結石 2 2 o 35 17．5
N258腎尿細管機能障害から生じたその他の障害 1 1 0 12 12．O
小．．計 19． 王2 7 405 2L3
ICD－10症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
ROO1徐脈，詳細不明 1 ユ o 2 2．0
RO42喀血 2 1 ／ 11 与・量
RO48気道のその他の部位からの出血 1 1 G 9
RIGO急性腹症 1 1 o 2
鍾2．0
R42 めまい〈眩星〉感およびよろめき感 3 2 1 12 4．o
R53 倦怠（感〉および疲労 1 工 o 18 18．0
R55 失神および虚脱 1 0 1 9 9．O
R9ユ 肺の画像診断における異常所見 1　　　ユ o 22 22．0
小　計 11：　　8． 魯 實5：： 7．7
ICD－10 損傷，中毒およびその他の外因の影響 小計　男 女 延べ日数 平均在院日数
S320腰椎骨折 1 1 Q 69 69．0
S83．0 膝蓋骨の脱臼 1 0 1 49
T808輸液，輸血および治療用注射に続発するその他の合併症 2 1 ／ 36
49．0
P忌．o
T810処置に合併する出血および血腫，他に分類されないもの 1 1 o 6 6．O
T824血管透析カテーテルの機械的合併症 6 4 2 44 7．3
小計 工1 7 4 204 18．5
ICD－10 健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
ZOI2歯科的検査 1 0 1 3 3．o
ZO31悪性新生物の疑いに対する観察 2 1 1 8 4．0
ZO35その他の循環器系の疾患の疑いに対する観察 6 2 4 75
ZO80悪性新生物の術後の経過観察くフォローアップ〉検査 2 2 G 63
12．5
R1．5
ZO90その他の病態の術後の経過観察くフォローアップ〉検査 1 1 o 28
Z540手術後の回復期 1 0 1 15
28．0
^5．0
Z988その他の明示された術後状態 1 0 ／ 56 56．G
小計 14：　慈 魯 2粥 17．7
計
589
男
357
女
232
延べ日数
14660
平均在院日数
24．9
一43一
平成16年度下半期手術統計
咽頭および気管のその他の手術 小計 男 女
31．1 一時的気管切開術 1 1 0
小計 ！． 弐 o
心血管の手術 小計 男 女
36．Ol 血栓溶解剤を用いない、一枝の経皮的冠動脈形成術〔PTCA〕または冠動脈内粥腫切除術♂ 2 2 0
少計 2 ．2． D
ペースメーカー・リードの挿入術．修正術，交換術．除去術；一時的なペースメーカーシステムの挿入術またはポケットの修正術 小計 男 女
37．78 一時的経静脈的ペースメーカーシステムの挿入術（体外ペースメーキング〉 2 1 1
小謙 ．21 1／ 1
ペースメーカの挿入術、交換術、除去術、および修正術 小計 男 女
37．80 装置のタイプは限定しない永久ペースメーカーの初回挿入術または交換術 3 2 1
37．87 全タイプのペースメーカー装置からデュアルチェンバー装置への交換術〈ペースメーカ電池交換術〉 ユ 0 1
小醗 蔓． 2 2．
血管のその他の外科的閉塞術 小計 男 女
38．83 血管のその他の外科的閉塞術上肢血管く静脈結紮術〉 1 0 1
小計 茸　　Q ／
血管のその他の手術 小計　　男 女
39．27 腎透析のための動静脈吻合〈内シャント設置術〉 8　　　　7 1
39．50 冠動脈以外の血管形成術または粥腫切除術くPTA＞ 4　　　2 2
小計 捻 9． 3
計 男 女
22 15 7
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平成16年度下半期入院目的
！8％
2％
59％
図加療を目的とした場合’ i教育入院等を含む）
■計画された短期入院の繰り返し（化学療法等）
ロ診断のみを目的とした場合（検査入院等）
口手術目的
圃診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合
団経過観察
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10月11月12月1月2月3月
画加療を目的とした場合（教育
　入院等を含む）
■計画された短期入院の繰り
　返し（化学療法等）
□診断のみを目的とした場合
　（検査入院等）
ロ手術目的
■診断目的で入院したが、診
　断結果に基づき加療を行っ
　た場合
函経過観察
入院目的 10．月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
加療を目的とした場合（教育入院等を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　61．一 54 57 51 65 349　61
P1　25 0 3 1 3 4 12
診断のみを目的とした場合（検査入院等） 13 18 16 17 15 104
手術目的　　　　　　　　　　一一 2 0 0 0 0 1 3
診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合　　　　　　　　　一 一1旦 17
経過観察
1上2 21
P 1 5
16
P
　24－　3 108
^3
平成16年度下半期入院経路
18％
12％
2％　4％　2％
21％
7％
34％
團紹介なし自院外来（通院）経由予定入院
■紹介あり自恕外来（通院）経由予定入院
ロ紹介なし自宗外来（通院）経由緊急入院
□他院からの予定即入院
■他院からの緊急即入院
田紹介あり自院外来（通院）経由緊急入院
■救急車搬送即入院
目救急車以外で自宅より即入院
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10月　11月　12月　1月　2月　3月
国紹介なし自選外来（通院）
　経由予定入院
圏紹介あり自院外来（通院）
　経由予定入院
口紹介なし自院外来（通院）
　経由緊急入院
口他院からの予定即入院
■他院からの緊急即入院
国紹介あり自院外来（通院）
経由緊急入院
■救急車搬送即入院
ロ救急車以外で自宅より即
　入院
入院経路 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
紹介なし三二外来（通院）経由予定入院　　　　　　　　　一一 28 33 31 33 35 43 20ミ
一一一紹介あり蟹田外来（通院）経由予定入院 10 5 11 4 4 7 41一 一 一 　一鼈一一 黶D紹介なし自院外来（通院）経由緊急入院 21 20 18 24 17 21 121　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@一鼈鼈 　一 一一 一他院からの予定即入院 劉 1巨　18一 一1旦 1量 24 108一一 一 一 一 一他院からの緊急即入院 9 14 9 13 12 12 69一一 一 一一 一．@　一鼈鼈鼈紹介あり自院外来（通院）経由緊急入院 1 2 5 1 1 2 12一 一一一一一@　　　　　　　　　　　　　　一救急車搬送即入院　　　　　　　　　　 　一 　12一 4 3 3 2 1 歩一 一救急車以外で自宅より即入院 0 3 0 3 2 2 10
一45一
平成16年度下半期退院経路
1396
10％
1％　10％
3％ 63％
国外来へ通院（当院）
口外来へ通院（他院）
■転所
■その他（再入二等）
ロ転院
国終了
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10月11月12月　1月　2月　3月
國外来へ通院（当院）
■その他（再入院等）
□外来へ通院（他院）
□転院
■転所
団終了
退院経路 ！0月 11月12月 1月 2月 3月 累計
外来へ通院（当院） 59 68 62 57 56 74 376
その他（再入院等） 3 1 7 1 2 1 ！5
外来へ通院（他院） 9 9 5 12 14 11 60
転院 19 12 11 15 9 13 79
1 0 1 0 0 1 登転所
I了 11 6 9 1！ 7 12 56
平成16年度下半期治療途中の退院
　　　9％2％ 2％
87％
国なし
■予定通りの退院の場合（一時退院等）
口自院にない機能（急性期）を求めて、他院に転送する為の退
。騙の自主的退院幌合
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10月11月12月　1月　2月　3月
目なし
■予定通りの退院の
　場合（一時退院等）
ロ自院にない機能
　（急性期）を求め
　て、他院に転送す
　る為の退院
ロ患者の自主的退院
　の場合
治療途中の退院 10月11月12，月 1月 2月 3月 累計
なし．一一 84 88 83 75 99 512
予定通りの退院の場合（一時退院等〉 4 0
83
R 1 3 1 12
自院にない機能（急陸期）を求めて、他院に転送する為の退院 10 7 6 1a 9一　52
患者の自主的退院の場合 4 1 3 0一一
?@2
3 13
一46一
平成16年度下半期転帰
　31％
團治癒
□不変
■死亡（主傷病による）
■その他
■軽1央
□増悪
国死亡（主傷病以外による）
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10月11月12月　1月　2月　3月
国治癒
■軽快
□不変
口増悪
■死亡（主傷病による）
圏死亡（主傷病以外によ
　る）
■その他
転帰 10月11月12月 1月 2月 3，目 累計
3 ．至 　2一 2 15治癒　一
y快
152　2一一
@5546一　45 43 64 305
不変 38 27 31 28　27一 29 180
一増悪 0 L 4 5 3 5 i巨
死亡（主傷病による） 5 2 8 4 8 32
一一?亡（主傷病以外による） 4
5－2
2 2 1
その他
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